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クラスターとは、ぶどうの房や羊の群れを意味します。米国の経済学者マイケル・ポーター氏が著書『経
済戦略』の中で異業種間のネットワークを構成している状況を意味するものとして『産業クラスター』
という言葉を使っています。私たちは地域経済活性化への貢献を目指して、2003年8月に産業クラスター
研究会を設立しました。
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　木下武理事長のご友諠によって、産業クラスター研
究会の集いに何度か参加させていただきました。私は、
理工系の出身でもなく、中小企業の実情にも疎いので、
研究会の活動内容については解らないというのが正直
なところです。しかし、集いに参加すると、私と同じ
シニアの皆さんが生き生きとしておられ、こちらも元
気になるのです。なぜだろうと考えていて、フランス
人のリピエッツ氏が書いた『サードセクター』という
本のなかに、「社会的ハロー効果」という言葉を見つけ
ましたので、紹介させていただきます。（リピエッツと
は氏が来日された折、2 人で工場見学に行ったことが
あり、この本は訳者の井上泰夫氏からご恵贈いただき
ました。）
　本書でいう「サードセクター」は、これまで市場セ
クターよっても行政セクターによっても十分には充足
されてこなかった需要（環境保全、若者の社会統合、
児童や高齢者の手助け、地域の活性化など）を充たそ
うとする新しい部門を指します。財政支援を受け非営
利的であるという特徴をもちますが（日本語の「第三
セクター」という言葉はこの側面に注目）、リピエッツ
は、その活動目的が社会と地域への貢献にあり、また
働きがいや生きがいを求める市民の自発性に基づいて
行われることに注目します。まさに産業クラスター研
究会のような NPO や非営利的起業、またさまざまな
市民諸団体などを広く含む言葉です。
　現代経済は、先進諸国では失業や非正規雇用の増大
など経済不安が増大し、他方で財政出動による危機脱
出は困難になっております。また途上国の経済成長は、

食料とエネルギー需要を激増させその不足は必至で、
これまでのように、生産拡大主義では将来展望は描け
なくなっています。さらに現代社会は、家族の有り方
が変容し、若者や高齢者の単身世帯が急増するなど、
人々はかつてないほど孤立し孤独になっています。
　そうしたなか、人々の新たな働き場所、新しい生き
方を提供する部門として、サードセクターの重要性が
高まっています。とくにリピエッツが注目するのが、
サードセクターは「社会的ハロー効果」をもっている
ということです。「ハロー効果」とは、字が上手な人は
その人格まで輝いて見えるといった後光効果を指す用
語です。サードセクターは、それが提供する財やサー
ビス自体によってばかりでなく、その活動が自発的に、
生きがいをもとめ、また互酬的に（私が今日何かを提
供する、あるいは何かを行えば、いつの日かコミュニ
ティがお返しをしてくれると考えて）行われることに
よって、その活動を光り輝かせ、人々に元気を与え、
社会的連帯を呼び起こすというハロー効果をもつとい
うのです。
　産業クラスター研究会の輝きに期待します。

千賀　重義
横浜市立大学名誉教授

当会は平成 26 年度において、横須賀、三浦、横浜な
どの中小企業の皆さんに対して、より積極的に広報支援
をしていきます。まず社員の皆様に PPT を使い広報力
アップ講座を実行、広報と広告の違い、5W5H などプレ
スリリースの書き方といった「座学」をしっかり学んで
いただきます。そして広報案件をじっくり議論し、戦略
を立てます。その上で当会専門家と一緒にプレスリリー
スを作成、記者クラブ、地元マスコミを訪問し、説明と
記事掲載を要請する「ワークショップ」を行います。今
はやりの FACEBOOK,TWITTER、BLOG といったソー
シャル・ネットワーキング・サービスは若い社員の皆さ
んが担当してください。

この手法は昨年 9 月から 12 月まで実施した「横須賀
市市民協働推進セミナー・広報力アップ講座」で実施、
期間中から記事掲載が数件あり、参加された市民公益団

体活動家から注目されました。このような広報力アップ
講座は横浜、東京でも様々な企業、団体が数多く行って
いますが、ほとんどが座学で終了しています。当会では
マスコミ・広報歴 49 年、現役最高齢・戦略広報マネー
ジャー（73 歳）が「座学 + ワー
ク」を実行、これが評価され
ています。広報は高い費用が
発生する広告と違い、経費が
かからずマスコミ記者という
第三者のチェックを受けて実
現するものです。販路開拓、
ブランド向上、社員のやる気
を引き出すなどのメリットが
あり、挑戦の価値が十分にあります。

（広報部会　平野 和夫）

去る 6 月 30 日、いきいきセンター金沢に於いて、「第
１回金沢区環境にやさしい活動表彰制度」の表彰式があ
り、当会は、横浜市立金沢小学校で昨年 4 月から本年 3
月までの 1 年間実施した「エコ教育（EE21、エコ・エデュ
ケーション 21）」の実績が評価され、表彰されました。

本制度は、同区内の環境にやさしい活動のうち、先駆
的、模範的でかつ顕著な成果があった活動に対して表彰
を行うもので、EE21 は環境教育を小中学校を対象に行
うものです。

この教育の特徴は、いわゆるスポット的な教育ではな
く、年間を通して全児童、教職員そして技術員全員が共
同社会生活をする中で生活習慣としての共通的な「環境
と省エネ」の意識目標を持って取り組む教育であり、学
校内でゴミを少なく電気や水を大切に使うなど、「環境
と省エネ」に関して工夫の余地のあるものを見つけ、改
善・対策・実施を通じて体験的に学習したことを、家庭
そして地域に広げていったことです。

教育の柱としては、①ゴミの分別、②電気、水の節減と
燃えるゴミの減量化、③環境に関するテーマ（3R、3S、
太陽光発電（ソーラーパネル）、省エネで LED 等）の教育、
を実施しました。児童は、この生活習慣を 6 年間継続的
に身につけ育っていきます。この身につけたものを、家
庭で地域でそして社会人としてさらに磨いて行くことを
期待するものです。

（環境事業部会　副部会長　金子 賢一）

座学＋ワークショップで新製品などの記事掲載・報道実現を目指そう！

「第 1 回 金沢区環境にやさしい活動表彰」 受賞
                            金沢小学校でのエコ教育（EE21）の実績が評価される
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「サードセクター」と「社会的ハロー効果」への期待

記事掲載の一例
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　平成 25 年度は設立 10 周年を迎え、記念行事を始め、
市民協働推進セミナ－の開催、広報活動の展開など積極
的に活動をしました。皆さまの絶大なご支援、ご協力に
よりそれぞれ一定の評価を得ることができ、あらためて
感謝いたします。
　　
　今年初めに報じられた経済産業省の「産業クラスタ－」
再始動政策は技術力のある中小企業を中心とした産学官
のネットワ－ク形成に力点を置くとあります。同じく「産
業クラスタ－」を標榜する私たちは、その延長線の中で
地域経済の活性化という目標に向かって、日々課題を抱
える中小企業の皆さんの経営改善や業績向上のお手伝い
をし、そしてそのことが次の改善や展開を生むことに繋
がって行くことを期待して活動していきます。

　設立 10 周年ということで、平成 26 年度は私たちの
活動も新たな段階を目指すスタ－トの年度と位置づけて
おり、上記基本を踏まえ具体的には以下の方針で取組み
中です。

（1）支援企業の拡充及び活動地域の増強を図る
再整備した支援メニュ－を基に、数の増大と地域拡
大の両面で支援実績の水平展開を図る。

（2）地域社会への環境改善 ( 省エネ ) の啓蒙と推進支援
活動の強化を図る
① これまでの EA21 の認証登録や ISO 認証取得支

援の拡大と環境・省エネに関する小中学校への啓
蒙活動を行う。

② 昨年度より開始の横浜市立大学 CSR センタ－
LLP よりの委託事業の継続

③ 法人会員の環境商品の販路拡大の支援

（3）認定NPOとして、「新しい公共」の活動促進を行う
講演会・セミナ－の企画・開催と行政協働事業の受
託を通して市民との交流及び当会の紹介を展開する。

（4）行政、大学、NPOなどからの業務委託事業の獲得
と拡大を目指す
行政の協働推進事業や業務委託事業に積極的に応募
する。また、行政の中小企業へのさまざまな支援策
を法人会員に紹介し、応募の支援をする。

（5）活発な PR活動を行い、法人および個人会員の増強
を図る
会報誌とホ－ムペ－ジを媒体に当会の PR と会員募
集を図る。ホ－ムペ－ジ拡充の一環として行政や各
団体が主催する行事の紹介を新しく「まちかど情報」
としてアップする。

（6）他団体との関係促進を行う
地元団体や「横浜市協働事業の交流会」が企画する
イベント・行事に参加し、情報交換や協働事業に相
互に対応する。また、各地商工会議所との連携を深
め共同事案に積極的に対応する。

　これまで以上に経営者交流会や個人会員交流会を開催
し、明るく，楽しく，懇談・勉強する場を随時取り入れ
ながら計画を確実に推進していきますのでより一層のご
支援・ご鞭撻を賜りたくお願い申し上げます。

平成 26 年度活動方針について

理事長　木下　武
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　広報部会の主要活動項目の一つが、当会のホー
ムページ (HP) の更新と運営です。当会は、2008
年 5 月に WordPress を導入しホームページをリ
ニューアルしました。その理由の一つが、作成し
たコンテンツの管理が困難になったことでした。
爾来、OS の開発をしてきたが、ホームページの知
識のほとんどない者が、当会のホームページの更
新と運営を担当することになり、WordPress の使
い易さに助けられてその重責を担いつつあります
が、その体験を通じて感じた「Wordpress は何が
よいか」ということをご紹介します。

WordPress の導入が多い理由
WordPress の導入が多い理由として、一般的には
次のことが言われています。
(1)　シェアが高く事例が多い。W3Techs（World 

Wide Web Technology Surveys）の去る 6
月 1 日の発表によると、シェアは 22.3％( トッ
プシェア )。CMS(Content Management 
System、Web サイトのコンテンツ編集・管
理ツール ) という新しいタイプのツールに限
定すると 60.1％で過半数を占めています。

(2)　オープンソースのツールであり特定メーカに
依存しません。また、ライセンス費用がかか
りません。

(3)　バージョンアップが早く進化し続けています。
(4)　汎用的な技術を使って開発するとともに、顧

客指向の開発姿勢を貫いています。
(5)　他のツールに比べて日本語化が進んでいます。

WordPress は何がよいか
前述の導入理由は重要ですが、使い勝手の側面か
ら、「WordPress は何がよいのか」を具体的にご
紹介します。
(1)　WordPress はブログ系統のツールで、HP 制

作に関する専門知識がなくても文章や写真な
どのコンテンツを簡単に作成または編集でき
ます。

(2)　作成または編集したコンテンツは、その場で
プレビューしテスト確認ができるので、それ
を繰り返しながらコンテンツをより良いもの
に仕上げることができます。

(3)　WordPress は、コンテンツが保存されている
サーバ上で動作し、Web ブラウザを介した

実端末環境を使用してプレビューするので、
実表示物を見ながらテスト確認ができます。

(4)　作成したコンテンツは、データベースに登録
され一覧表として管理されるので、検索が容
易です。

(5)　また他のサイトなどからアクセスできるよう
に、配信用のディレクトリ構造管理が自動的
に行われるので、管理負担が軽減されます。

(6)　コンテンツは、下書き、レビュー待ち、公開
の作成過程の状態が管理でき、公開承認のフ
ロー管理を行えるので、コンテンツの正確性、
秘匿性の検査体制をとることができます。

(7)　下書きまたはレビュー待ちの状態のコンテン
ツは、他者からアクセスできないので、迷惑
をかけずにテスト確認を行えます。

(8)　コンテンツの自動保存機能があるので、誤っ
てコンテンツを破壊しても容易に復元できま
す。

　なお、広報部会でホームページの更新や運営で
習得した技術や知識は、企業支援事業部会のホー
ムページの制作・更新の事業に活かしております。

（部会長　新井 全勝）
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法 人 会 員 紹 介 昭立工業株式会社

製造業の 50 年
〒223-0058　　　　　　　
横浜市港北区新吉田東 8-39-10
TEL：　045-541-5671　　　　　
FAX：　045-544-4879　　　　　　
URL：　http://www.shoritu.com/　

創業の頃を思う
　創業は昭和 40 年。横浜市港北区新吉田町で製缶板
金業として、株式会社横河電機製作所、北辰電機、
山武ハネウエルのデスク型計装盤を製作。当時は 39
年に新幹線が東京、大阪間を開通したばかりで新横
浜駅ができ、当社から見えるほどの田園地帯でした。
準工業地と言われて購入しましたが、電気は申請す
ればすぐ引けましたが、電話、水道は 1 年あまり引
けないありさま、今思えばかなり事情が悪い所で工
場の設備をいたしました。
　中古のプレスブレーキ、シャーリング、アーク溶
接機に職人 5 人で 4.5mm の鋼板を酸素で穴あけ切
断、高さ 2,300mm，幅 1,500mm，奥行 1,800mm
の計装盤を 1 現場 20 面から 60 面、三井油化、昭和
石油、出光興産、ウジ
ミナス、東海村原子力、
等向けに製造をしてお
り ま し た が、時 代 は
日々新しい設備に変わ
り、センタム（机の上
で操作出来る装置）へ
と変化してまいりました。
　時代の流れには勝てません。製造業である以上、
ステンレス、アルミ、チタン、精密板金から製缶ま
で何でも出来て、客先に使い勝手の良い工場であれ
ば生き残れると考えました。しかし思うように仕事
が入ってきません。

疑問が新たな事業を生む
　たまたま工場の電気代が高いのに疑問を持ってい
ました。アメリカの 1.5 倍、カナダの 2 倍、先進諸

国では一番高い電気代に
なります。考えられるこ
とは、設計事務も電気工
事会社も安全を見てトラ
ンス容量を多めに決めて
いること、電力会社はト
ランス容量で基本料金を
換算していること、の 2
点です。当社のトランス
容量を少なくすれば基本料金は安くなることに気づ
き、適正な容量に落して見ましたら基本料金が月 10
万円安くなりました。
　そこで専務に工場を任せ、昭和 62 年東京旗の台に
て省エネの事業を開始。電気主任技術者の資格は持っ
ていました。公立学校・私立学校、ビル所有者、工場
経営者等約 3 千数百箇所、多くの企業・学校等の電
気料金の節約に貢献することができました。その後、
東京電力始め九電力会社もトランス契約から実質使う
電気容量のピークを基本料金（デマンド契約）に改め
ることになりました。

事業の拡大へ
　その頃、在る巻取機の会社が倒産し従業員を数名引
き取ることになりまして、工業用、家庭用のビニール
巻取機、接着材付き三連式巻取機、電子素子実装基盤
分割巻取機、住宅用雨戸成形用巻取機、等の生産を始
めました。現在数十社の客先の開発、製造に従事して
おります。関連した幾つかの特許を取得しております
が、商売に繋がらないのが現実です。　　　
　製造業の強みを生かして大型レーザー加工機、ター
レットパンチングマシン、150tから30tのプレスブレー

キ等製造業には最小限の設備と
技術を持ち、原子力発電用操作
盤からコイン駐車場、ゲート式
駐車場、防犯カメラケース、ス
テンレス等の製造製作を本業と
して 50 年の日々が立ちました。

フィルム巻取機 計測制御用コンピュータ

業　種：板金加工及び産業機器製造業 
創　業：昭和 40 年 8 月
代表者：代表取締役　鏑木　亨

代表取締役　鏑木 亨
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部
会
活
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紹
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海外関連事業部会

当部会の活動分野は、米軍入札関連支援、技術文書等
の翻訳支援および海外実務コンサルタントの三つです。

米軍入札関連支援では、①翻訳（和文 ⇔ 英文）、②通訳
（和 ⇔ 英）および ③コンサルタントを行い、技術文書
等の翻訳支援では翻訳（和文 ⇔ 英文）をし、海外実務
コンサルタントの場合は企業が海外取引を始めたり海外
進出を図る際に相談に乗り助言することです。

実績を紹介しますと、米軍入札関連支援においては、
翻訳では工事説明書，仕様書，図面，計画書，見積書な
どがあり、通訳では、会議，工事現場，立会検査など、
殆どは受注後に必要になるものです。コンサルタントで
は、安全衛生計画作成、対応が必要な規格等の取捨選択
などです。技術文書翻訳支援においては、インドネシア
税法，注文書，守秘義務等契約書などの和訳、そして見
積書，請求書，仕様書，図面，契約書，品質マニュアル
などの英訳です。海外実務コンサルタントにおいては、
東南アジアを中心とする現地法人会社の経営に長年携
わってきた海外駐在経験者も 3 名おり、現地法人設立，
技術援助契約作成，販売戦略作成，現地代理店網構築な
ど海外実務支援の要請を期待していますが、残念ながら
実績という程のものはありません。

翻訳の場合、支援依頼をいただきますと、部会長は各
部会員と相談しながら分担と作業仕上日時を決め、でき
上がって集まってきた作業を精査し纏めて依頼先に納品
します。ここ数年部会員は実質的に 5 名ですが、作業能
力において特に支障はきたしておりません。一方、通訳・

コンサルにおいては、担当できる部会員が限定されてい
るという現状が少々懸念されます。そういった中、週末
とか連休前に翻訳依頼が入ってきて、納期が週明けある
いは連休明けと言う場合が珍しくなく、言わば曜日・時
間を問わない活動を当部会は行っているといえます。

一方、翻訳品質の向上は大事なことと認識しています。
当部会は月 2 回開催しておりますが、そのうち一回は全
部会員出席を must としております。このところ中断し
ております勉強会を再開し、この日に行うことを考えて
います。部会員全員相当の資質を持っていますが、それ
に磨きをかけて行きたいと考えています。

ここ３年の支援量の傾向は、翻訳においては減少、通
訳およびコンサルでは増加となっていますが、全体とし
ては停滞気味と言わざるを得ません。この状況を打開す
ることが求められています。それには支援先を増やすこ
とが唯一の方法と考えています。この種のニーズは創造
することができず、また既存支援先のニーズは全てカバ
－しているのが現状だからです。今後、全員出席の部会
で PDCA を回し成果を挙げて行きたいと考えています。

それに相応して部会員の増加も必要になってくると考
えています。当部会は、当会発足と殆ど同時に発足して
ほぼ 10 年、チームワークを大事にしながら和気あいあ
いと活動してきました。このような当部会の活動に興味
をお持ちになったシニアの入会と中小企業さまからの支
援要請をお待ちしています。

（部会長　近藤 勝彦）

1. 去る 2 月 19 日、メルキュ－ルホテル横須賀にて 10 周年記念行事を開催し、横浜市立大学　影山摩子弥　教
授の特別記念講演会と懇親会を行いました。多数の皆さまにご参加いただきお蔭さまで盛大な会となりまし
た。ありがとうございました。

2. 平成 25 年度　第 4 回理事会が 3 月 26 日に開催され、平成 26 年度活動方針と行事計画が承認されました。
同時に 25 年度の活動計算書案の報告と 10 周年記念行事の収支報告がなされました。

3. 4 月 15 日　経営者交流会が開催され、日本電子エンジニアリング（株）の高橋社長と吉田部長による「スマ－
トフォンの現状と弊社開発製品」と題した講話があり、参加会員で賑やかに懇談しました。

4. 平成 26 年度　第 1 回理事会が 5 月 21 日開催され、平成 25 年度の決算案の承認と平成 26 年度予算案の承
認がなされました。

5. 5 月 27 日　平成 26 年度通常総会が開催され、平成 25 年度の決算案の承認、平成 26 年度予算案の承認及び
新任理事の承認がなされ総会は滞りなく終了しました。そのあとささやかに懇親会が行われました。

6. 新規入会者の紹介
　　　　個人会員　　　立林　恭一　（鎌倉市在住）、　妻鹿　恒雄　（葉山町在住）
7. 訃報 （謹んでお悔やみを申し上げます）
　　　　個人会員　      大久保　全勝 （ 6 月 10 日 ）

（事務局　佐々木 興吉）

事務局からのお知らせ

さらなる発展をめざして
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　平成 25 年度は設立 10 周年を迎え、記念行事を始め、
市民協働推進セミナ－の開催、広報活動の展開など積極
的に活動をしました。皆さまの絶大なご支援、ご協力に
よりそれぞれ一定の評価を得ることができ、あらためて
感謝いたします。
　　
　今年初めに報じられた経済産業省の「産業クラスタ－」
再始動政策は技術力のある中小企業を中心とした産学官
のネットワ－ク形成に力点を置くとあります。同じく「産
業クラスタ－」を標榜する私たちは、その延長線の中で
地域経済の活性化という目標に向かって、日々課題を抱
える中小企業の皆さんの経営改善や業績向上のお手伝い
をし、そしてそのことが次の改善や展開を生むことに繋
がって行くことを期待して活動していきます。

　設立 10 周年ということで、平成 26 年度は私たちの
活動も新たな段階を目指すスタ－トの年度と位置づけて
おり、上記基本を踏まえ具体的には以下の方針で取組み
中です。

（1）支援企業の拡充及び活動地域の増強を図る
再整備した支援メニュ－を基に、数の増大と地域拡
大の両面で支援実績の水平展開を図る。

（2）地域社会への環境改善 ( 省エネ ) の啓蒙と推進支援
活動の強化を図る
① これまでの EA21 の認証登録や ISO 認証取得支

援の拡大と環境・省エネに関する小中学校への啓
蒙活動を行う。

② 昨年度より開始の横浜市立大学 CSR センタ－
LLP よりの委託事業の継続

③ 法人会員の環境商品の販路拡大の支援

（3）認定NPOとして、「新しい公共」の活動促進を行う
講演会・セミナ－の企画・開催と行政協働事業の受
託を通して市民との交流及び当会の紹介を展開する。

（4）行政、大学、NPOなどからの業務委託事業の獲得
と拡大を目指す
行政の協働推進事業や業務委託事業に積極的に応募
する。また、行政の中小企業へのさまざまな支援策
を法人会員に紹介し、応募の支援をする。

（5）活発な PR活動を行い、法人および個人会員の増強
を図る
会報誌とホ－ムペ－ジを媒体に当会の PR と会員募
集を図る。ホ－ムペ－ジ拡充の一環として行政や各
団体が主催する行事の紹介を新しく「まちかど情報」
としてアップする。

（6）他団体との関係促進を行う
地元団体や「横浜市協働事業の交流会」が企画する
イベント・行事に参加し、情報交換や協働事業に相
互に対応する。また、各地商工会議所との連携を深
め共同事案に積極的に対応する。

　これまで以上に経営者交流会や個人会員交流会を開催
し、明るく，楽しく，懇談・勉強する場を随時取り入れ
ながら計画を確実に推進していきますのでより一層のご
支援・ご鞭撻を賜りたくお願い申し上げます。

平成 26 年度活動方針について

理事長　木下　武
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　広報部会の主要活動項目の一つが、当会のホー
ムページ (HP) の更新と運営です。当会は、2008
年 5 月に WordPress を導入しホームページをリ
ニューアルしました。その理由の一つが、作成し
たコンテンツの管理が困難になったことでした。
爾来、OS の開発をしてきたが、ホームページの知
識のほとんどない者が、当会のホームページの更
新と運営を担当することになり、WordPress の使
い易さに助けられてその重責を担いつつあります
が、その体験を通じて感じた「Wordpress は何が
よいか」ということをご紹介します。

WordPress の導入が多い理由
WordPress の導入が多い理由として、一般的には
次のことが言われています。
(1)　シェアが高く事例が多い。W3Techs（World 

Wide Web Technology Surveys）の去る 6
月 1 日の発表によると、シェアは 22.3％( トッ
プシェア )。CMS(Content Management 
System、Web サイトのコンテンツ編集・管
理ツール ) という新しいタイプのツールに限
定すると 60.1％で過半数を占めています。

(2)　オープンソースのツールであり特定メーカに
依存しません。また、ライセンス費用がかか
りません。

(3)　バージョンアップが早く進化し続けています。
(4)　汎用的な技術を使って開発するとともに、顧

客指向の開発姿勢を貫いています。
(5)　他のツールに比べて日本語化が進んでいます。

WordPress は何がよいか
前述の導入理由は重要ですが、使い勝手の側面か
ら、「WordPress は何がよいのか」を具体的にご
紹介します。
(1)　WordPress はブログ系統のツールで、HP 制

作に関する専門知識がなくても文章や写真な
どのコンテンツを簡単に作成または編集でき
ます。

(2)　作成または編集したコンテンツは、その場で
プレビューしテスト確認ができるので、それ
を繰り返しながらコンテンツをより良いもの
に仕上げることができます。

(3)　WordPress は、コンテンツが保存されている
サーバ上で動作し、Web ブラウザを介した

実端末環境を使用してプレビューするので、
実表示物を見ながらテスト確認ができます。

(4)　作成したコンテンツは、データベースに登録
され一覧表として管理されるので、検索が容
易です。

(5)　また他のサイトなどからアクセスできるよう
に、配信用のディレクトリ構造管理が自動的
に行われるので、管理負担が軽減されます。

(6)　コンテンツは、下書き、レビュー待ち、公開
の作成過程の状態が管理でき、公開承認のフ
ロー管理を行えるので、コンテンツの正確性、
秘匿性の検査体制をとることができます。

(7)　下書きまたはレビュー待ちの状態のコンテン
ツは、他者からアクセスできないので、迷惑
をかけずにテスト確認を行えます。

(8)　コンテンツの自動保存機能があるので、誤っ
てコンテンツを破壊しても容易に復元できま
す。

　なお、広報部会でホームページの更新や運営で
習得した技術や知識は、企業支援事業部会のホー
ムページの制作・更新の事業に活かしております。

（部会長　新井 全勝）
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　木下武理事長のご友諠によって、産業クラスター研
究会の集いに何度か参加させていただきました。私は、
理工系の出身でもなく、中小企業の実情にも疎いので、
研究会の活動内容については解らないというのが正直
なところです。しかし、集いに参加すると、私と同じ
シニアの皆さんが生き生きとしておられ、こちらも元
気になるのです。なぜだろうと考えていて、フランス
人のリピエッツ氏が書いた『サードセクター』という
本のなかに、「社会的ハロー効果」という言葉を見つけ
ましたので、紹介させていただきます。（リピエッツと
は氏が来日された折、2 人で工場見学に行ったことが
あり、この本は訳者の井上泰夫氏からご恵贈いただき
ました。）
　本書でいう「サードセクター」は、これまで市場セ
クターよっても行政セクターによっても十分には充足
されてこなかった需要（環境保全、若者の社会統合、
児童や高齢者の手助け、地域の活性化など）を充たそ
うとする新しい部門を指します。財政支援を受け非営
利的であるという特徴をもちますが（日本語の「第三
セクター」という言葉はこの側面に注目）、リピエッツ
は、その活動目的が社会と地域への貢献にあり、また
働きがいや生きがいを求める市民の自発性に基づいて
行われることに注目します。まさに産業クラスター研
究会のような NPO や非営利的起業、またさまざまな
市民諸団体などを広く含む言葉です。
　現代経済は、先進諸国では失業や非正規雇用の増大
など経済不安が増大し、他方で財政出動による危機脱
出は困難になっております。また途上国の経済成長は、

食料とエネルギー需要を激増させその不足は必至で、
これまでのように、生産拡大主義では将来展望は描け
なくなっています。さらに現代社会は、家族の有り方
が変容し、若者や高齢者の単身世帯が急増するなど、
人々はかつてないほど孤立し孤独になっています。
　そうしたなか、人々の新たな働き場所、新しい生き
方を提供する部門として、サードセクターの重要性が
高まっています。とくにリピエッツが注目するのが、
サードセクターは「社会的ハロー効果」をもっている
ということです。「ハロー効果」とは、字が上手な人は
その人格まで輝いて見えるといった後光効果を指す用
語です。サードセクターは、それが提供する財やサー
ビス自体によってばかりでなく、その活動が自発的に、
生きがいをもとめ、また互酬的に（私が今日何かを提
供する、あるいは何かを行えば、いつの日かコミュニ
ティがお返しをしてくれると考えて）行われることに
よって、その活動を光り輝かせ、人々に元気を与え、
社会的連帯を呼び起こすというハロー効果をもつとい
うのです。
　産業クラスター研究会の輝きに期待します。

千賀　重義
横浜市立大学名誉教授

当会は平成 26 年度において、横須賀、三浦、横浜な
どの中小企業の皆さんに対して、より積極的に広報支援
をしていきます。まず社員の皆様に PPT を使い広報力
アップ講座を実行、広報と広告の違い、5W5H などプレ
スリリースの書き方といった「座学」をしっかり学んで
いただきます。そして広報案件をじっくり議論し、戦略
を立てます。その上で当会専門家と一緒にプレスリリー
スを作成、記者クラブ、地元マスコミを訪問し、説明と
記事掲載を要請する「ワークショップ」を行います。今
はやりの FACEBOOK,TWITTER、BLOG といったソー
シャル・ネットワーキング・サービスは若い社員の皆さ
んが担当してください。

この手法は昨年 9 月から 12 月まで実施した「横須賀
市市民協働推進セミナー・広報力アップ講座」で実施、
期間中から記事掲載が数件あり、参加された市民公益団

体活動家から注目されました。このような広報力アップ
講座は横浜、東京でも様々な企業、団体が数多く行って
いますが、ほとんどが座学で終了しています。当会では
マスコミ・広報歴 49 年、現役最高齢・戦略広報マネー
ジャー（73 歳）が「座学 + ワー
ク」を実行、これが評価され
ています。広報は高い費用が
発生する広告と違い、経費が
かからずマスコミ記者という
第三者のチェックを受けて実
現するものです。販路開拓、
ブランド向上、社員のやる気
を引き出すなどのメリットが
あり、挑戦の価値が十分にあります。

（広報部会　平野 和夫）

去る 6 月 30 日、いきいきセンター金沢に於いて、「第
１回金沢区環境にやさしい活動表彰制度」の表彰式があ
り、当会は、横浜市立金沢小学校で昨年 4 月から本年 3
月までの 1 年間実施した「エコ教育（EE21、エコ・エデュ
ケーション 21）」の実績が評価され、表彰されました。

本制度は、同区内の環境にやさしい活動のうち、先駆
的、模範的でかつ顕著な成果があった活動に対して表彰
を行うもので、EE21 は環境教育を小中学校を対象に行
うものです。

この教育の特徴は、いわゆるスポット的な教育ではな
く、年間を通して全児童、教職員そして技術員全員が共
同社会生活をする中で生活習慣としての共通的な「環境
と省エネ」の意識目標を持って取り組む教育であり、学
校内でゴミを少なく電気や水を大切に使うなど、「環境
と省エネ」に関して工夫の余地のあるものを見つけ、改
善・対策・実施を通じて体験的に学習したことを、家庭
そして地域に広げていったことです。

教育の柱としては、①ゴミの分別、②電気、水の節減と
燃えるゴミの減量化、③環境に関するテーマ（3R、3S、
太陽光発電（ソーラーパネル）、省エネで LED 等）の教育、
を実施しました。児童は、この生活習慣を 6 年間継続的
に身につけ育っていきます。この身につけたものを、家
庭で地域でそして社会人としてさらに磨いて行くことを
期待するものです。

（環境事業部会　副部会長　金子 賢一）

座学＋ワークショップで新製品などの記事掲載・報道実現を目指そう！

「第 1 回 金沢区環境にやさしい活動表彰」 受賞
                            金沢小学校でのエコ教育（EE21）の実績が評価される

トピックストピックス

「サードセクター」と「社会的ハロー効果」への期待

記事掲載の一例


